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平

一
、
は
じ
め
に

二
、
財
務
会
計
の
生
成
、
発
展
、
確
立

三
、
財
務
会
計
の
展
開
と
金
融
循
環

四
、
資
金
会
計

五
、
金
融
会
計

六
、
お
わ
り
に

は

じ

め

証
券
取
引
所
第
一
部
上
場
の
資
本
金
十
億
一
千
八
百
万
円
、
昨
月
十
二
月
期
決
算
に
お
い
て
年
間
売
上
高
約
三
百
六
十
倍
、
税
引
利
益

九
億
三
千
万
円
、
年
三
割
の
高
配
当
を
な
し
た
日
本
熱
学
工
業
が
、
昭
和
四
十
九
年
五
月
十
八
日
八
億
円
前
後
の
不
渡
り
手
形
を
出
し
て

金
融
会
計

回
二
三



金
融
会
計

四
二
四

所
謂
、
黒
字
倒
産
を
し
た
。

企
業
の
優
劣
を
投
資
・
古
J
1
0
2

と
利
益
・

2
Z吉
田
と
を
基
準
と
し
て
評
価
す
る
と
す
れ
ば
、
超
過
利
益
の
企
業
は
優
秀
と
判
断
さ
れ

る

一
流
銀
行
が
競
っ
て
巨
額
の
融
資
を
な
し
、
ま
た
、
三
割
の
高
配
当
し
た
企
莱
が
な
ぜ
倒
産
す
る
の
か
、
本
稿
に
お
い
て
は
こ
の
矛
盾

を
匹
胎
す
る
財
務
会
計
の
特
色
と
限
界
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
と
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
。

財
務
会
計
の
生
成
、
発
展
、
確
立

企
業
会
計
・
財
務
会
計
色

E
R
E
P
R
O
E江
口
問
)

は
、
口
別
計
算
か
ら
財
産
法
的
期
間
計
算
に
、
そ
し
て
損
益
法
的
期
間
計
算
へ

と
次
第
心
発
展
し
来
っ
た
。
こ
れ
ら
は
相
互
に
歴
史
的
性
格
や
体
系
組
織
を
異
に
す
る
が
、
資
本
と
利
益
な
い
し
剰
余
金
と
を
企
莱
の
歴

史
的
発
展
に
照
応
し
認
識
し
測
定
す
る
た
め
の
会
計
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
点
に
お
い
で
は
相
違
し
な
い
。

1 

口
別
計
算

ω・
]12日
の
ω
3
2
教
授
は
、
『
多
く
の
工
業
簿
記
の
実
務
と
技
術
と
は
産
業
革
命
よ
り
も
透
か
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
:
:
:
そ
れ
は
、

十
四
世
紀
ご
ろ
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
当
時
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ダ
i
ス
、
ド
イ
ツ
の
商
業
の
急
速
な
発
展
の
結
呆
と
し

て
、
毛
織
物
、
絹
織
物
、
書
籍
、
鋳
貨
な
ら
び
に
当
時
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
そ
の
他
の
諸
品
目
の
製
造
を
い
と
な
む
た
め
に
、
製
造

企
業
が
い
ろ
い
ろ
の
個
人
や
組
合
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
』
と
述
べ
、

一
三
五

O
年
か
ら
一
六

O
O
O年
ま
で
の
原
価
計
算

に
つ
い
て
文
献
を
引
用
し
論
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
初
期
の
工
業
会
計
制
度
の
目
的
が
、

川
個
々
の
企
業
の
持
分

(
H
M
H
・0

句ュー



0
8
2
E巴
と
収
益
の
勘
定
を
定
期
的
に
、
か
っ
、

E
確
に
維
持
す
る
た
め
に
、

一
般
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
@
さ

ら
に
川
原
価
の
算
定
が
、
製
品
の
竪
冗
価
絡
の
設
定
の
た
め
に
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
二
点
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
制
度
が
主
に
川
製
造
の
各
段
階
に
お
け
る
会
計
管
理
念
日

EDH-HHmg己
g
c
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
同
材
料
を
使
用

す
る
際
の
無
駄
と
仕
損
じ
と
を
少
く
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
同
出

42-c巳
qs
え
の
白
血
件
〉

2
0区
神
山
口
四
件
。

H
申

N
S
。
こ

の
こ
と
は
当
時
の
企
業
形
態
が
個
人
や
組
合
(
玄
E
4
8
Z
2
4唱
。
)
で
あ
り
、
ま
た
、
何
者
自

g
a
a
o
H
N
8
4
0円
Q
B
E
E
F
同
M

・

N
O
)

が
叙
述
す
る
よ
う
に
メ
デ
ィ
チ
家
の
毛
織
物
の
売
上
原
価
の
約
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
材
料
費
、
労
務
費
を
含
む
直
接
費
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
も
判
明
す
る
よ
う
に
材
料
の
会
計
管
理
が
原
価
管
理
に
お
い
て
、
ま
た
、
利
益
の
実
現
の
た
め
に
極
め
て
主
要
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。ド

・
ル

l
パ
ァ

I
S
O
P
2
0
6
は
『
各
々
の
冒
険
的
取
引
に
別
個
の
勘
定
を
聞
く
の
が
メ
デ
ィ
チ
家
を
含
む
中
世
商
人
の
慣
習
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
勘
定
は
、
す
べ
て
の
支
出
、
原
価
、
諸
費
用
を
借
方
に
記
入
し
た
。
そ
し
て
、
売
上
高
を
貸
方
に
記
入
し
た
@
間
百

険
的
取
引
が
終
っ
た
後
に
残
っ
た
差
額
は
、
利
益
か
損
失
の
い
ず
れ
か
を
示
し
、
商
品
損
益

(
F
O
E
S仏
E
g
g
s誌の
ymg門
出
回
目
)

勘
定
に
振
替
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
売
買
公
円
包
る

か
ら
生
じ
た
利
益
と
、
交
換
(
自
口
宮
昌
一
命
)
か
ら
生
じ
た
利
益
と
は
別
々
に
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
険
的
取
引
ご
と
に
別
々
の
勘
定
を
開
設
す
る
胃
険
取
引
会
計
守
g
E
B
m
R
E三
宮
巴
は
、
棚
卸
資
産
の
評

価
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
』
と
述
べ
て
い
る
。

(
拙
者
共
訳

ガ
l
ナ
l
原
価
計
算
の
発
展

五
三
二
頁

一
粒
社
〉

イ
タ
リ
ア
諸
都
市
で
は
一
二
世
紀
以
来
東
洋
貿
易
の
振
興
に
伴
っ
て
商
業
は
著
し
く
発
展
し
利
貸
資
本
と
共
に
商
業
資
本
は
次
第
に
増

大
し
た
が
、

一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
記
の
商
業
は
冒
険
的
な
口
別
商
業

Q
S邑
gay自
己
己
〉

で
あ
り
、

商
売
は
未
だ
一
定
の
場
所
に

定
着
し
て
継
続
し
て
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
@

金
融
会
計

四
三
五



金
融
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四
二
六

口
別
商
業
に
お
け
る
資
本
と
利
益
と
は
、

口
別
計
算

Q
R
ニ2
2
F
D
g
m
)
に
よ
っ
て
容
易
に
算
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

口
別
計
算
に
お
け
る
商
品
の
仕
入
と
販
売
と
は
、
す
べ
て
口
別
商
品

(
E
0
2
0同
門

ossa-31)
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
商
品

仕
入
代
金
と
商
品
売
上
代
金
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
口
別
に
区
分
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
他
の
費
用
も
各
口
別
商
品
に
振
当
て
ら
れ
た
。

各
口
別
商
品
の
損
益
計
算
は
口
別
商
品
の
販
売
の
完
了
を
待
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

口
別
商
品
に
か
ん
す
る
仕
入

額
・
支
出
額
は
口
別
商
品
に
対
す
る
投
下
資
本
、
口
別
商
品
に
か
か
わ
る
販
売
額
・
収
入
額
は
口
別
商
品
に
か
ん
す
る
回
収
資
本
、
そ
し

て
、
後
者
か
ら
前
者
を
差
し
引
い
た
額
が
口
別
商
品
の
売
買
損
益
と
し
て
算
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
四
九
四
年
に
は
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ニ
ス
で
日
記
帳
(
冨
O
B
R
E
6
、
仕
訳
帳
(
の

FogS、
元
帳

(
ρ
5含
HDO)

す
る
ル
カ
・
パ
チ
ョ

I
リ
(
「

]
U
R
E
H
C
)

の
三
冊
を
使
用

の
「
ス
ム
マ
」

-
簿
記
書
が
公
刊
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
商
品
売
買
勘
定
と
商
品
棚
卸
勘
定

の
分
化
は
な
く
、
ま
た
、
開
業
時
に
財
産
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
を
叙
途
し
て
い
た
が
、
期
末
乃
至
決
算
の
た
め
の
財
産
目
録
の
作
成
を

欠
い
て
い
た
。
な
お
、
試
算
表
は
口
別
計
算
に
適
用
さ
れ
た
複
式
簿
記
の
計
算
上
の
正
否
を
た
め
す
技
術
的
な
検
算
表
の
役
目
を
果
す
も

の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
当
時
の
売
買
に
は
、
次
の
ご
と
き
種
々
の
方
法
が
あ
っ
た
。

『
買
入
れ
は
通
常
、
川
現
金
払
、
川
掛
払
、
川
商
品

交
換
、
川
一
部
現
金
払
残
額
掛
払
、
同
一
部
現
金
払
残
額
交
換
、
川
一
部
交
換
残
額
掛
払
、
川
為
替
手
形
、
川
一
部
為
替
手
形
残
額
掛

払
、
同
一
部
為
替
手
形
残
額
交
換
の
九
種
の
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
:
:
;
:
・
売
却
に
も
種
々
の
方
法
が
あ
っ
た
』

(
片
岡
義
雄
著
、
。
ハ
チ

ョ

l
リ
簿
記
論
の
研
究

七一

1
七
三

森
山
室
百
底
)



2 

財
産
法
的
期
間
計
算

ω
・
宮
色
。
2
P司
教
授
は
一
七

O
O年
か
ら
一

λ
八
五
年
に
至
る
原
価
計
算
の
文
献
を
年
代
順
に
示
し
、
こ
の
間
の
緩
慢
な
発
展
を

論
述
し
て
い
る
。

転
じ
て
、

一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
頃
に
な
る
と
同
種
の
商
品
を
大
量
に
、
取
引
す
る
メ
ッ
セ
商
業
が
興
り
商
品
の
取
扱
い
が
専
門
化

し
、
ま
た
、
次
第
に
一
定
の
場
所
に
庖
舗
を
-
設
け
て
商
売
を
す
る
定
着
営
業
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

取
扱
商
品
の
大
量
化
と
定
住
商
へ
の
移
行
と
は
、
売
掛
金
、
買
掛
金
な
と
の
信
用
取
引
の
発
展
と
商
品
の
常
備
在
庫
量
の
増
加
と
と
も

に
営
業
の
継
続
化
長
期
化
を
招
来
し
た
。

一
六
六
九
年
パ
リ
の
商
人
団
体
は
ル
イ
一
四
世
に
請
願
し
て
、

一
六
七
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
商
事
法
令

(
C
E
S
S
R
o
b
m
F
S
U
M
-〈

的日
-
z
n
0
5
5
2
n
p
E
u
w
ω
)
を
立
法
せ
し
め
た
。

「
こ
れ
は
陸
上
商
事
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
帳
簿
章
に
お
い
て
商
人
に
対
し
て
各

二
年
ご
と
に
財
産
目
録
の
作
成
を
命
じ
て
い
る
が
貸
借
対
照
表
に
関
す
る
規
定
は
み
ら
れ
な
い
。
な
お
貸
借
対
照
表
が
成
文
商
法
上
表
わ

れ
る
に
至
っ
た
の
は
一
八

O
七
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
商
法
の
破
産
編
に
お
い
て
で
あ
る
し

と
岡
田
誠
一
教
授
(
簿
記
会
計
論
攻

中
央
経
済
社
)

は
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

財
産
目
録
の
内
容
は
、
動
産
、
不
動
産
、
債
権
、
債
務
で
あ
り
、
そ
れ
は
実
地
棚
卸
に
基
い
て
作
成
さ
れ
た
。

小
島
男
佐
夫
教
授
は
、

「
こ
の
法
律
の
有
力
な
立
案
者
の
一
人
サ
パ
リ

1
9
0
4
0弓
wyazo)
は、

一
六
七
五
年
に
「
完
全
な
商
人
」

を
出
版
し
、
こ
の
書
物
で
、
実
地
棚
卸
に
も
と
づ
く
貸
借
対
照
表
作
成
の
必
要
を
説
き
、
上
記
条
文
に
対
す
る
、
解
釈
を
試
み
よ
う
と
し

た
。
」
(
新
会
計
学
辞
典

神
戸
大
学
会
計
学
研
究
室
編
〉
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

金
融
会
計

四
二
七



金
融
会
計

四
二
八

複
式
簿
記
の
生
成
は
口
別
計
算
を
確
立
せ
し
め
、
期
末
財
産
目
録
の
導
入
と
こ
れ
に
も
と
づ
く
貸
借
対
照
表
の
作
成
と
は
、
財
産
法
的

期
間
計
算
へ
の
移
行
の
契
機
と
な
っ
た
。

常
国
業
の
継
続
化
長
期
化
に
伴
っ
て
商
人
は
少
な
く
と
も
二
年
目
に
一
回
、
簿
記
記
録
を
予
定
す
る
こ
と
な
く
企
業
の
積
極
財
産
と
消
極

財
産
と
を
実
地
調
査
・
実
地
棚
卸
を
お
こ
な
っ
て
財
産
目
録
。
ロ

43sc
を
作
成
し
、
こ
れ
を
貸
借
対
照
表
形
式
に
表
示
し
て
、
そ
の

貸
借
対
照
表
か
ら
正
味
財
産
額
と
し
て
の
資
本
の
価
額
を
算
定
し
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
財
産
法
的
期
間
計
算
に
お
い
て
は
期
首
、
期
末
の
貸
借
対
照
表
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
正
味
財
産
の
価
額
が
期
首
、
期
末
に
お

け
る
「
資
本
」
と
し
て
、
ま
た
、
期
間
に
お
け
る
王
味
財
産
の
増
減
の
価
額
が
期
間
に
お
け
る
「
損
益
」
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。

財
産
法
的
期
間
計
算
に
お
い
て
財
産
目
録
か
ら
誘
導
的
に
作
成
さ
れ
る
貸
借
対
照
表
と
、
後
述
す
る
損
益
法
的
期
間
計
算
に
お
い
て
会

計
帳
簿
か
ら
誘
導
的
に
作
成
さ
れ
る
貸
借
対
照
表
と
は
名
称
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
意
義
は
相
違
し
て
い
る
。

前
者
の
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
資
産
は
積
極
財
産
、
負
債
は
消
極
財
産
、
資
本
は
正
味
財
産
の
期
末
残
高
を
意
味
し
、
こ
れ
ら
の
価
額

は
客
観
的
価
値
と
し
て
の
時
価
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
の
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
資
産
は
期
末
に
お
け
る
現
金
預
金
な
ど
の
貨
幣
的
資

産
の
残
高
と
貨
幣
的
資
産
の
支
出
額
た
る
原
価
の
当
該
期
間
に
お
い
て
未
だ
費
用
化
さ
れ
な
い
有
用
な
残
留
部
分
を
意
味
し
、
積
極
財
産

と
は
思
考
さ
れ
な
い
繰
延
勘
定
や
無
形
固
定
資
産
な
ど
が
資
産
の
重
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
と
な
り
、
ま
た
、
資
産
は
原
価
を
も
と
と

し
て
、
そ
の
価
額
が
算
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

財
産
法
的
期
間
計
算
に
お
い
て
は
貸
倒
は
積
極
財
産
の
減
少
と
考
え
ら
れ
償
却
さ
れ
た
が
、
固
定
資
産
の
減
髄
償
却
費
は
ま
だ
原
価
の

期
用
的
配
分
守
口

ogぷ
E
C町
内

O
目
。
の
問
題
と
思
考
さ
れ
ず
、
評
価
公
即
日
5
2
0ろ
の
周
題
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。
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損
益
法
的
期
間
計
算

財
産
法
的
期
間
計
算
か
ら
損
益
法
的
期
間
計
算
へ
の
移
行
は
製
造
業
に
あ
っ
て
は
、

つ
原
価
記
録
と
財
務
記
録
と
の
統
合
」
と
「
製
品

等
の
棚
卸
資
産
の
評
価
に
つ
い
て
原
価
主
義
・
低
価
法
の
採
用
が
必
要
で
あ
っ
た
。

ガ
!
ナ

i
教
授
は
、

『
一
九

O
八
年
ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
の
原
価
の
専
門
家
た
ち
は
、
製
造
元
帳

Q
B含
♀
芯
ロ
-
丘
四
0
6
と
総
勘
定

元
帳
(
問

8
2同
日
目
白
血
需
品

に
言
及
し
て
、
そ
の
二
つ
を
結
合
さ
せ
る
考
え
方
の
萌
芽
が
存
在
し
て
は
い
た
が
、
そ
の
二
つ
を
相
互
に
は

っ
き
り
と
結
合
さ
せ
な
か
っ
た
』
:
:
:
が
『
い
ま
や
、
少
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
に
か
ん
す
る
限
り
で
は
、
原
価
帳
簿
と
悶
務
帳
簿
と
の
結

合
の
機
構
お
よ
び
技
術
は
完
全
な
も
の
と
な
り
、

一
九
二

0
年
代
の
初
め
頃
以
来
重
要
な
発
展
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
』
(
前
掲
書

四
四

四
t
四
千
五
二
頁
)
。
棚
卸
資
産
評
価
の
問
題
は
、

近
代
の
原
価
計
算
の
発
展
の
段
階
に
あ
っ
て
は
比
較
的
重
要
で
は
な
か
っ
た
。

が
ほ
と
ん
ど
終
る
こ
ろ
ま
で
、
こ
の
問
題
に
は
重
点
が
お
か
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
当
時
ま
で
工
場
に
と
っ
て
注
意
深
く
ま
た
正
確
に
作
ら

一
九
世
紀

れ
た
財
務
諸
表
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
実
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
人
六
二
年
に
、

J
・
ソ

l
ャ
l

Q
・
ωmd司
君
。
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
製
革
業
の
会
計
に
つ
い
て
書
い
た
が
、
彼
は
、
も
し
価
値
が
減

少
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
原
価
ハ
低
価
主
義
)
で
完
成
品
や
仕
掛
品
を
評
価
す
る
の
が
当
時
の
慣
習
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

前

掲
幸
田
五
一

O
頁
)

十
八
世
紀
後
半
の
産
業
革
命
を
経
て
企
業
が
工
場
制
商
品
を
不
断
に
し
か
も
巨
額
に
販
売
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
商
品
生
産
に
要
す
る

資
金
は
多
額
と
な
り
、
生
産
設
備
、
保
管
設
備
、
庖
舗
な
ど
の
固
定
資
産
が
資
産
の
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
固
定
資
産
を

購
入
す
る
た
め
の
巨
額
に
し
て
長
期
に
及
ぶ
資
本
を
調
達
す
る
た
め
に
企
業
は
そ
の
形
態
を
株
式
会
社
と
し
、
ま
た
、
販
売
網
を
拡
張
オ

金
融
会
計

四
二
九



金
融
会
計

四一一一。

る
た
め
に
支
屈
を
各
地
に
設
立
す
る
に
至
る
。

工
場
制
生
産
の
発
展
に
伴
い
原
材
料
そ
の
他
の
生
産
諸
要
素
の
原
怖
が
生
産
を
通
じ
製
品
原
価
に
移
転
し
、
製
品
の
販
売
を
媒
介
と
し

て
製
品
売
上
高
等
の
収
益
が
実
現
し
こ
れ
に
対
応
す
る
製
品
等
の
原
価
が
製
品
売
上
原
価
等
の
費
用
に
転
化
す
る
と
思
考
さ
れ
る
に
主
る

と
財
産
法
的
期
間
計
算
は
開
腐
化
し
損
益
法
的
期
閣
計
算
が
適
応
化
す
る
も
の
と
な
る
。

固
定
資
産
の
減
価
償
却
費
の
本
質
が
評
価
の
問
題
か
ら
原
価
の
期
間
的
費
用
化
配
分
の
問
題
と
思
考
さ
れ
、
ま
た
、
製
品
等
の
棚
卸
資

産
の
価
額
が
原
価
計
算
に
よ
っ
て
算
定
き
れ
、
信
用
取
引
の
確
立
に
伴
っ
て
未
払
費
用
、
前
払
費
用
、
末
収
収
益
、
前
受
収
益
な
ど
が
増

大
し
、
か
っ
、
重
要
に
な
る
と
期
間
損
益
を
正
し
く
す
る
た
め
に
は
期
間
に
お
い
て
発
生
し
た
製
品
売
上
原
価
、
販
売
費
、

一
般
管
理
費

な
ど
の
費
用
と
期
間
に
お
い
て
実
現
し
た
製
品
売
上
高
な
ど
の
収
益
と
を
損
益
計
算
書
守

g
g
g
a
z
g丸
山
門

σgg。
に
集
合
し
、

両
者
の
差
額
と
し
て
の
損
益
を
算
定
す
る
損
益
法
的
期
間
計
算
が
適
応
化
す
る
に
至
る
。

財
務
会
計
の
展
開
と
金
融
循
環

口
別
計
算
は
中
世
の
冒
険
取
引
を
お
こ
な
う
組
合
な
い
し
コ
メ
ン
ダ

(
g
5
5
8己
目
)
形
式
の
当
座
事
業
(
の
巴
品

g
v早
田
向
。
凹
与
え
。

の
口
別
商
品
の
売
買
取
引
を
、
商
品
勘
定
を
設
け
て
そ
の
仕
入
の
数
量
、
単
価
、
金
額
を
借
方
に
記
入
し
、
そ
の
販
売
の
数
量
、
単
価
、

金
額
を
貸
方
に
記
入
し
、
そ
の
売
買
利
益
を
借
方
に
記
入
し
て
、
口
別
取
引
に
対
す
る
投
下
資
本
及
び
回
収
資
本
と
口
別
利
益
と
を
算
定

す
る
た
め
の
会
計
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

財
産
法
的
期
間
計
算
は
一
六
陛
紀
か
ら
一
七
世
紀
乃
至
産
業
革
命
の
前
後
に
至
る
ま
で
の
継
続
企
業
の
資
本
と
利
益
と
を
期
間
的
に
算

定
す
る
た
め
に
適
用
さ
れ
、
そ
れ
は
財
産
目
録
か
ら
誘
導
的
に
作
成
す
る
貸
借
対
照
表
を
用
い
て
期
首
、
期
末
に
お
け
る
正
味
財
産
を
算
定



す
る
こ
と
に
よ
り
期
首
と
期
末
の
資
本
の
在
高
を
求
め
、
ま
た
、
期
首
、
期
末
の
正
味
財
産
を
比
較
し
期
間
に
お
け
る
正
味
財
産
の
増
加

を
求
め
て
当
該
期
閣
の
利
益
と
し
て
算
定
す
る
会
計
シ
ヌ
テ
ム
で
あ
っ
た
。

損
益
法
的
期
間
計
算
は
産
業
革
命
以
降
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
近
代
的
な
企
業
の
資
本
と
利
益
な
い
し
剰
余
金
を
期
間
的
に
算
定
す

る
た
め
に
採
用
さ
れ
て
い
る
会
計
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
ば
会
計
帳
簿
か
ら
誘
導
的
に
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
な
ど
の
財
務
諸

表
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
会
計
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
期
間
利
益
を
損
益
計
算
書
に
お
け
る
収
益
(
利
益
)
と
費
用
(
損
失
)
と
の
差
額
と
し
て
、
ま

た
、
資
本
金
と
利
益
な
い
し
剰
余
金
を
包
含
す
る
期
首
、
期
末
の
資
本
の
価
額
を
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
資
産
と
負
債
と
の
差
額
と
し
て

算
定
す
る
。

上
述
の
ご
と
く
企
業
に
お
け
る
資
木
と
利
益
と
は
、
口
別
計
算
に
お
い
て
は
商
品
勘
定
に
お
け
る
口
別
商
品
の
仕
入
額
、
販
売
額
と
そ

の
差
額
と
し
て
、
財
産
法
的
期
間
計
算
に
あ
っ
て
は
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
期
首
、
期
末
の
正
味
財
産
の
価
額
と
そ
の
差
額
と
し
て
、
そ

し
て
損
益
法
的
期
間
計
算
に
及
ん
で
は
期
末
の
資
本
の
価
額
は
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
資
産
と
負
債
の
差
額
、
期
間
の
利
益
は
損
益
計
算

書
に
お
け
る
収
益
と
費
用
の
差
額
と
し
て
算
定
さ
れ
る
も
の
に
変
遷
し
来
っ
た
。

損
益
法
的
期
間
計
算
に
お
け
る
資
本
と
利
益
な
い
し
剰
余
金
と
は
五
味
財
産
の
在
高
や
そ
の
増
加
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ

は
繰
延
勘
定
、
未
収
収
益
、
無
形
固
定
資
産
な
ど
を
資
産
と
し
、
未
払
費
用
、
前
受
収
益
な
ど
を
負
債
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
資

産
と
負
債
の
差
額
と
し
て
の
資
産
を
資
本
(
資
本
金
及
び
剰
余
金
)
の
実
体
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

近
代
企
業
の
営
業
は
、
企
業
自
体
の
購
買
↓
生
産
↓
販
売
と
い
う
「
経
営
過
程
」
の
循
環
の
期
間
的
な
順
調
の
進
行
と
、
日
々
の
貨
幣

的
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
「
金
融
循
環
」
の
日
々
の
順
調
な
進
行
と
を
不
可
欠
と
し
て
い
る
。

金
融
会
計

四
三
一



金
融
会
計

四
三
二

口
別
計
算
は
商
品
の
仕
入
と
販
売
を
口
別
に
区
分
し
、
口
別
商
品
ご
と
の
損
益
は
当
該
口
別
商
品
の
販
売
の
完
了
を
待
っ
て
そ
の
都
度

算
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
口
別
商
品
の
仕
入
|
↓
販
売
の
一
回
限
り
の
経
営
過
程
の
期
間
は
、
同
時
に
こ
の
期
間
に
照
応
す
る

現
金
の
支
出

l
+収
入
の
金
融
過
程
す
な
わ
ち
現
金
収
支
の
完
了
す
る
期
間
と
な
り
、
経
営
過
程
・
仕
入
販
売
と
金
融
過
程
・
現
金
収
支

の
期
間
と
は
葉
離
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
金
融
循
環
を
認
識
し
測
定
す
る
た
め
の
金
融
会
計
は
、
ま
だ
必
要
視
さ
れ
る
に
至
ら
な

か
っ
た
。

財
産
法
的
期
間
計
算
が
採
用
さ
れ
る
段
階
に
及
ぶ
と
、
企
業
が
商
品
を
仕
入
し
販
売
す
る
経
営
過
程
は
口
別
商
品
の
場
合
と
相
違
し
口

別
に
区
分
さ
れ
な
い
商
品
の
売
買
を
循
環
し
長
期
に
亘
っ
て
お
こ
な
う
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、
資
本
や
損
益
は
会
計
期
間
を
も
と
と
し

期
首
、
期
末
に
お
け
る
正
味
財
産
の
在
高
と
そ
の
差
額
を
通
じ
て
算
定
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。
他
面
に
お
い
て
商
品
売
買
を
一
定
の
場
所

に
定
着
し
て
行
う
た
め
の
鹿
鰐
や
常
時
手
持
ち
す
る
在
庫
商
品
を
保
管
す
る
た
め
の
設
備
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
、
売
掛
金
、
買
掛
金
な

ど
の
信
用
取
引
が
増
大
す
る
に
至
る
の
で
、
経
営
過
程
の
循
環
と
金
融
過
程
の
循
環
と
は
次
第
に
期
間
的
に
葉
離
す
る
も
の
と
な
る
。

庖
舗
、
倉
庫
等
の
固
定
資
産
や
在
庫
商
品
の
保
有
と
そ
の
増
加
は
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
貨
幣
的
支
出
と
こ
れ
ら
を
貨
幣
的
収
入
と
し
て

回
収
す
る
時
間
的
間
隔
離
を
、
当
該
企
業
の
経
営
過
程
の
循
環
期
間
や
会
計
期
間
の
時
間
的
間
隔
離
か
ら
次
第
に
葉
離
せ
し
め
る
。

財
産
法
的
期
間
計
算
は
会
計
期
間
に
お
け
る
資
本
と
利
益
と
を
算
定
し
、
会
計
期
間
の
経
営
循
環
の
良
否
を
認
識
し
測
定
す
る
た
め
に

役
立
つ
が
、
金
融
循
環
を
認
識
し
測
定
す
る
た
め
の
金
融
会
計
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
流
動
負
債
に
対
す
る
支
払
手
段
と
し
て
流

動
資
産
を
対
比
せ
し
め
る
流
動
比
率
を
、
重
視
す
る
貸
借
対
照
表
分
析
が
金
融
会
計
と
し
て
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
。

財
産
法
的
期
間
計
算
か
ら
損
益
法
的
期
間
計
算
へ
移
行
す
る
段
階
に
な
る
と
企
業
の
資
産
に
お
い
て
囲
定
資
産
の
占
め
る
割
合
は
急
激

に
増
大
し
、
ま
た
、
新
し
く
繰
延
勘
定
や
未
収
収
益
が
資
産
と
し
て
登
場
し
、
さ
ら
に
未
払
費
用
や
前
受
収
益
が
負
債
と
し
て
計
上
さ
れ



る
た
め
に
、
企
業
の
金
融
循
環
と
経
営
循
環
と
は
愈
々
希
離
す
る
。

さ
ら
に
、
金
融
制
度
の
確
立
に
伴
っ
て
信
用
取
引
が
一
般
化
し
、
ま
た
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
と
そ
の
返
済
と
が
経
常
化
し
、

企
業
の
日
々
の
貨
幣
収
支
が
、
銀
行
に
お
け
る
当
座
預
金
の
預
け
入
れ
と
そ
の
払
い
出
し
と
し
て
集
中
し
展
開
さ
れ
る
も
の
と
な
る
と
、

こ
れ
を
対
象
と
す
る
金
融
会
計
が
必
然
的
に
生
成
す
る
よ
う
に
な
る
。

か
か
る
金
融
会
計
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、

J12nV2ω
百
円
。
B
と
い
う
名
称
の
も
と
に
次
第
に
発
展
し
来
っ
た
。

四

資
金
会
計

損
益
法
的
期
間
計
算
シ
ス
テ
ム
は

E
g山円。凹百円。
B
で
あ
り
、
そ
れ
は
企
業
の
期
間
的
な
資
本
の
在
高
を
(
時
帰
)
|
(
齢
宙
)

(
時
株
)
と
し
て
、
ま
た
、
期
間
に
お
け
る
利
益
な
い
し
剰
余
金
を
(
踏
陳
)

l

(

沿
海
)
|
(
時
サ
ゆ
)

H

(
当
」
酔
川
町

τ「
塑
砂
時
)
と

し
て
算
定
す
る
会
計
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
し
て
資
本
も
、
利
益
な
い
し
剰
余
金
も
共
に
、
負
債
を
除
く
資
産
の
残
存
価
額
と
し
て
算
定

さ
れ
る
。

資
産
に
は
既
述
の
ご
と
く
流
動
資
産
の
ほ
か
に
、
固
定
資
産
、
未
収
収
益
、
繰
延
勘
定
が
包
含
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
利
益
な
い
し
剰

余
金
が
存
在
し
て
い
て
も
こ
れ
に
対
応
す
る
資
産
が
、
も
し
、
固
定
資
産
、
未
収
収
益
、
繰
延
勘
定
等
で
あ
る
な
ら
ば
こ
れ
ら
は
支
払
手

段
た
り
え
ず
支
払
能
力
を
欠
如
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
黒
字
倒
産
が
、
匪
胎
す
る
理
由
が
存
し
て
い
る
。

金
融
制
度
の
確
立
し
て
い
る
現
在
の
企
業
の
日
々
の
貨
幣
的
収
支
は
、
将
来
に
お
い
て
貨
幣
収
入
と
な
る
受
取
手
形
、
売
掛
金
、
未
収

入
金
な
ど
と
、
将
来
に
お
い
て
貨
幣
支
出
と
な
る
支
払
手
形
、
買
掛
金
、
未
払
金
な
ど
の
決
済
と
し
て
の
当
座
預
金
の
日
々
の
受
払
と
し

て
展
開
さ
れ
る
。

金
融
会
計

四
三
三
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企
業
は
金
融
循
環
を
把
握
す
る
た
め
に
、
資
金
繰
表
と
か
資
金
運
用
表

し
、
ま
た
、
ヴ
ァ
ッ
タ
l
の
提
唱
す
る
ご
と
さ
資
金
会
計

(
5
5
5
H・
5
2冊
子
、
叶

E
E邑
己
g
弓
え
旨
8
5片山口問

S
2
5
1
5

(
同
ロ
ロ
品
目
的

g
g
g
g
c
を
手
段
と
す
る
資
金
会
計
安
採
用

江

D
Z
沙
門
出
口
出
口
口
日
即
日
間
N
4
R
F
の
E
S四
日

L
由
印
埠
)
に
在
日
し
て
い
る
。

資
金
会
計
や
資
金
理
論
に
は
、
種
々
な
る
見
解
が
あ
り
一
様
で
は
な
い
。
資
金
概
念
に
か
ん
し
、
ア
ン
教
授
は
「
川
現
金
資
金
、
凶
総

資
産
、
同
運
転
資
本
、

-
流
動
資
産
、

-
品
目
(
幣
性
資
産
、
川
正
味
品
質
幣
性
資
産
」
の
六
つ
を
、
ま
た
、
メ
イ
ソ
ン
教
授
は
「

ω現
金
(
手

許
現
金
と
銀
行
預
金
)
、
凶
現
金
預
金
と
市
場
性
の
あ
る
有
価
証
券
、
川
正
味
賃
幣
資
産
、

-
正
味
運
転
資
本

(
E
味
流
動
資
産
)

財

務
上
の
す
べ
て
の
資
産
」
の
五
つ
を
示
し
て
い
る
。
資
金
会
計
や
資
金
理
論
に
お
け
る
資
金
と
は
こ
れ
ら
の
う
ち
の
い
ず
れ
を
意
味
す
る

か
、
ま
た
、
資
金
収
支
を
期
間
的
に
事
後
計
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
し
て
日
々
の
貨
幣
収
支
を
知
り
そ
れ
を
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
か
の
疑
点
が
存
し
て
い
る
。

五

金
融
会
計

現
在
の
金
融
制
度
の
も
と
に
あ
っ
て
は
如
何
に
巨
大
な
企
業
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
ど
ん
な
に
超
過
利
益
を
あ
げ
て
い
る
会
社
で
あ
っ

て
も
、
た
だ
一
回
の
不
渡
り
手
形
、
不
渡
り
小
切
手
を
も
振
り
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
金
融
機
関
の
厳
格
な
提
が
存
し
て
い
る
。

こ
の
金
融
機
関
の
提
に
反
す
る
企
業
は
金
融
機
関
と
の
取
引
が
停
止
さ
れ
、
倒
産
の
運
命
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。
年
間
売
上
高
約
三
百

六
十
億
、
年
間
三
割
の
高
配
当
を
果
し
た
日
本
熱
学
工
業
は
、
約
八
億
円
の
不
渡
り
手
形
の
振
り
出
し
を
契
機
と
し
て
倒
産
し
た
。

期
間
的
に
流
動
資
産
と
流
動
負
債
と
を
対
応
せ
し
め
て
流
動
比
率
を
求
め
る
経
営
分
析
会
計
シ
ス
テ
ム
や
、
資
金
の
収
支
を
期
間
的
に

対
応
さ
せ
る
資
金
会
計
シ
ス
テ
ム
は
、
金
融
会
計
シ
ス
テ
ム
と
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
金
融
会
計
は
、
流
動
資
産
や
資
金
を
対
象
と
す
る



期
間
計
算
で
は
な
く
、
全
支
払
を
小
切
手
と
し
そ
の
支
払
の
承
認
制
度
を
媒
介
と
し
て
日
々
の
貨
幣
収
支
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る。
金
融
制
度
の
確
立
し
て
い
る
現
在
の
企
業
の
取
引
は
、
現
金
売
買
に
代
り
信
用
購
買
、
信
用
販
売
が
一
般
化
し
て
い
る
。

信
用
購
買
は
購
買
に
際
し
て
現
金
の
支
出
と
な
ら
ず
買
掛
金
、
未
払
金
、
未
払
費
用
、
支
払
手
形
な
ど
の
発
生
と
な
る
、
信
用
販
売
は

販
売
に
際
し
て
現
金
の
収
入
と
な
ら
ず
売
掛
金
、
未
収
金
、
未
収
収
益
、
受
取
手
形
な
ど
の
実
現
と
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
そ
の
決
済

日
に
お
い
て
、
通
常
、
当
座
預
金
の
受
払
に
帰
納
さ
れ
る
。

金
融
会
計
は
す
べ
て
の
支
払
を
小
切
手
に
統
一
し
日
々
の
当
座
預
金
の
収
支
と
し
て
帰
納
さ
れ
る
す
べ
て
の
信
用
取
引
を
、
そ
の
発
生

の
時
点
に
お
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
承
認
制
度
を
探
介
と
し
て
余
す
と
こ
ろ
な
く
合
目
的
的
に
統
御
し
よ
う
と
す
る
独
自
の
会
計
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
現
代
企
業
の
日
々
の
貨
幣
的
支
出
を
計
画
化
し
、
か
っ
、
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
。

六

お
わ
り
に

金
融
会
計
の
詳
述
に
つ
い
て
は
紙
面
の
関
係
上
割
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
企
業
の
黒
倒
が
現
存
し
、
企
業
の
金
融
循
環

が
経
営
循
環
と
次
第
に
君
離
し
て
ゆ
き
、
ま
た
、
銀
行
の
金
融
引
き
締
め
に
よ
り
企
業
の
金
融
循
環
の
量
と
速
度
と
が
圧
縮
さ
れ
て
企
業

の
経
営
循
環
が
極
度
に
困
難
と
な
る
場
合
、
不
可
避
的
に
必
要
、
か
っ
、
重
視
さ
れ
る
。

金
融
会
計

四
三
五




